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 また、執行部におかれましては、能率的な会議運営の観点から、簡明な答弁をされるようお願

いいたします。 

 傍聴の方に申し上げます。傍聴する際、議事について可否を表明し、または騒ぎ立てることは

傍聴規則において禁止されておりますので、静粛に傍聴されますようにお願いをいたします。 

────────────────────────────────────────── 

日程第 １ 一般質問 

○議長（藤井裕一君） 

 日程第1、一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 ８番 古橋智樹君。 

［８番 古橋智樹君登壇］ 

○８番（古橋智樹君） 

 おはようございます。 

 平成27年第４回定例会に当たり、通告に従いまして一般質問を行います。 

 まず、第１点目の神立停車場線を祭り対応仕様に、神立の皆さんと一緒にについて伺います。 

 第１点の１項目、神立駅前区画及び神立駅舎の事業が進捗しております。大型総合病院の開業

も間近となり、駅周辺道路の渋滞緩和、防災セキュリティー対策のためにも急務と考える次第で

ございますが、現状の事業の進捗を伺います。 

 第１点の２項目めです。 

 十分な幅員の計画路線とかすみがうら市と土浦市の市街化区域を踏まえ、この路線整備を夏祭

りなどに対応するように、路線余剰地も有効活用させて、進入及び停車等仕様も加えて設計し、

電線の地中化やイルミネーション電源等の特設にも対応させ、土浦市、神立地区の皆さんと道路

占用を共有し、当該市街化区域内の最大活性イベントを設けるという取り組みの価値の有無等に

ついて市長の考えを伺います。 

 次いで、２点目の教育環境の供給不足、下稲吉中学校体育館の新設について伺います。 

 下稲吉中学校の現生徒数から見た体育館面積と周辺小学校の体育館や運動公園等を利用する現

状は、まさしく供給不足でございます。市内の他中学校体育館同等以上の面積が最低必要と考え

ます。そして、市街化区域内の施設として付加価値を加え、つくり出す機会とも存じます。取り

組み価値の有無等について市長と教育長の考えを伺います。 

 次いで、第３点目、周辺住民を苦しめる国道６号の公害、深夜のトラック騒音、振動について

伺います。 

 市内国道６号線は、慢性の渋滞解消に向けたバイパス計画や複線化の取り組みについて国へ陳

情するものの、市内の区域は市川地区以外に進捗がございません。実際の現状問題は、深夜の２

時ごろから４時ごろに貨物を積載した重量のあるトラックなどがスピードを上げて傷んだ路面を

走ることによる騒音と振動が大変６号線周辺の住民を苦しめている公害の実態がございます。 

 ここ近年、当市の土木部ではなく、環境保全課に騒音、振動の調査が権限移譲された模様でご

ざいますが、そのシステムが全くもって機能していないものと察します。さらには、国の重要幹

線の１つでもございます国道６号線の通行量が随時把握できるようになっておりません。 
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 舗装も市街化区域内路線エリアは修繕されず、市街化区域の固定資産税額格差の意義を保って

おりません。高速道路の常磐道などの高速道路の運営がかねてより独立採算制となり、国と地域

の生産性や地域環境を全く無視した実態にあろうと存じます。これらの惨状を正しく国に認識さ

せる意思を市長はお持ちなのか伺います。 

 次いで、最後の４点目でございます。 

 未来の少数精鋭の子どもたちに幼児からの英会話の習慣と小学生からの数学的な考え方につい

て伺います。 

 少子高齢化により、人口増減の見込みは厳しいものがあり、現状の子どもたちには将来少数精

鋭として一人一人の生産性能力を高めさせなければ国や地域の維持は困難でございます。国内だ

けの取引は相互利益が組み合わせしがたい現状であり、既得権益の大型化がさらに進み格差が広

がるものと予測されます。そういった現状に当市の子どもたちには国の教育フォーマットより以

上の教育を施し、その郷土愛を享受してもらえる人材に育て、かすみがうら市地域の存続と発展

を願うものでございます。物心つく前に英会話のストレス壁を除く教育、そして、数学的思考を

優先できる脳を養わせる。現状の教育にこれら付加価値の実績を加えるべくこれら取り組みの価

値の有無等について市長と教育長の考えを伺いまして、以上第１回目の質問といたします。 

○議長（藤井裕一君） 

 答弁を求めます。 

 市長 坪井 透君。 

［市長 坪井 透君登壇] 

○市長（坪井 透君） 

 古橋議員の質問にお答えをいたします。 

 １点目１番、神立駅周辺整備事業につきましてお答えをします。 

 本事業は、昭和38年に神立駅から国道６号までの都市計画決定後、ショッピングモール北東側

Ｔ字路までの860メートルが先行整備をされた後、多くの市民が待ち望んだ中、残区間の1,150メ

ートルが平成25年７月に事業認可がされた待望の事業着手が図られたところでございます。 

 現在の進捗状況でありますが、国への補助要望額に対します採択率が、事業着手後の３年間の

平均が約66％と事業の進捗を足どめされている状況であり、当初全体計画では、本年度で用地買

収及び補償事業は完了し、あわせまして一部改良工事に着手する予定でありましたが、現時点で

は１年のおくれが生じておりまして、本年度末には用地買収率では約84％、道路延長に換算しま

すと960メートルの用地が確保される見込みでございます。 

 また、防災セキュリティー対策につきましては、停車場線の標準幅員は18メートルを計画して

おりまして、車道と歩道の間に安心・安全なまちづくりの一環として、両側に2.5メートルの有

効空間を設けていることで、火災の際の延焼防止や緊急車両の容易な通行に寄与するものと考え

ているところです。 

 続きまして、１点目２番、かすみがうら市と土浦市の市街化区域を踏まえた活性イベントへの

取り組みにつきましてお答えをいたします。 

 魅力あるまちづくりの一環として、ご提案をいただきましたイベント事業につきましては、隣

人同士の関係が希薄化をする中、私といたしましても十分にその必要性を認識しているところで
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ございます。本事業は、国の補助を組み込んでいるため、多方面にわたりまして制限がございま

すが、先行買収した余剰地におきまして、地域住民の憩いの場の提供として、２カ所ほどになり

ますが、ポケットパークの整備を予定しているところであります。 

 また、ご質問の電線の地中化につきましては、東京電力、ＮＴＴへ提案をいたしましたところ、

地中化は計画していないとの意向でありまして、当市といたしましては、事業計画内への建柱に

つきましては基本的には認めない方向で申し入れをしておりますので、幅員18メートルが十分活

用できるものと考えております。 

 一方、路上イベントに伴う道路の取り扱いについては、国からの指針等によりますと、公共的

な要素が判断の材料となるなど難しい要素もある反面、日本国全体が世界史においても類を見な

い人口減少社会・少子高齢化社会に突入しているわけでございまして、その中におきまして地域

の活性化を図る長期的な方向性においては、コンパクトシティーという視点は欠かせないものと

考えおります。 

 本市で言えば、この市街化区域内、特に神立駅周辺は人口も集中しておりまして、そこで何ら

かのイベントを行うことは隣接するまち同士の連帯からも重要な点でありますとともに、本市の

発展、さらには地域の経済の活性化にとっても非常に有効な手段の一つであるというふうに考え

ておりますので、地域の関係者等を含め可能性を探ってまいりたいと考えております。 

 ２点目の教育環境の供給不足につきましては、教育長からの答弁とさせていただきます。 

 ３点目の６号国道の市街化区域内路線エリアの現状等についてお答えをいたします。 

 国道６号の市街化区域は、隣接をします土浦市中貫町から県道戸崎上稲吉線と交差します下稲

吉十字路までの区間となっております。国は、定期的なパトロール等によりまして修繕箇所の早

期発見を行い、修繕等を行っております。今年度は下稲吉地内の一部補修が行われたところでご

ざいます。 

 本市に関しましては、市道においては、市街化区域や調整区域などの区域にとらわれず、緊急

性、危険性を考慮し、生活道路の補修及び整備を進めております。また、国や県と同様に、定期

的なパトロールを行いまして危険箇所の早期発見に努めております。ご理解を賜りますようお願

いを申し上げます。 

 国道６号線につきましては、平成25年度に自動車騒音調査を実施いたしておりまして、測定結

果でございますが、昼間と夜間の測定でともに67デシベルで、国への改善要請できる要請限度の

70デシベルについては昼夜間とも基準値を満たした結果となっております。この調査結果につき

ましては、環境省へ報告を行っております。 

 今後におきましては、国への要望活動に際しましても、環境面の視点を勘案することや、継続

的に主要路線の自動車騒音の常時監視調査を行いまして、快適な住環境の保全に努めてまいりた

いというふうに考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いをいたします。 

 ４点目の幼児からの英会話の習得と小学生からの数学的な考え方については、教育長からの答

弁とさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 
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［教育長 大山隆雄君登壇] 

○教育長（大山隆雄君） 

 ２点目、教育環境の供給不足、下稲吉中体育館の新設をについてお答えします。 

 下稲吉中学校における生徒の部活動等については、現状として、全ての部が学校体育館で活動

することができず、これまで近隣の小学校施設等を利用している状況であります。どの部活も活

発に活動しており、下稲吉東小学校については、ほぼ毎日使用している状況となっており、冬場

の時間延長時期においては、下稲吉小学校やわかぐり運動公園も使用していると確認しておりま

す。 

 また、建物の大きさにつきましても、霞ヶ浦中学校が1,545平方メートル、千代田中学校が

2,115平方メートルに対し、980平方メートルと最も小さい施設となっており、１人当たりの生徒

が占める面積からしますと、おおむね霞ヶ浦中学校が3.8平方メートル、千代田中学校が13.1平

方メートルに対し、下稲吉中学校は1.6平方メートル程度となっております。 

 体育館の広さについては明確な面積要件がないことから、地域によってさまざまであると認識

しておりますが、運動に親しめる学校づくりや活気あふれる部活動の実施の観点からしますと、

他の中学校との教育環境の公平性は考慮する必要があると考えております。 

 なお、下稲吉中学校の体育館につきましては築30年以上が経過し、これまで建物の老朽化が著

しい状況であったことから、平成22年に事業費約4200万円で改修工事を実施したところでござい

ます。また、今年度予算において、つい先日でありますが、防災対策の一環として、非構造部材

の耐震対策工事を事業費約4900万円で発注したところであり、生徒たちが安全に生活できる教育

環境づくりに努めているところでございます。 

 続きまして、４点目１番、幼児からの英会話の習慣と小学生から数学的な考え方をについての

ご質問にお答えいたします。 

 21世紀は、知識基盤社会化やグローバル化が急速に進展し、異なる文化の共存や持続可能な発

展に向けて国際協力が求められるとともに、人材育成面での国際競争も加速していることから、

学校教育において外国語教育を充実することが重要になっており、平成23年度から小学校５、６

年生で年間35単位時間の外国語活動がコミュニケーション能力の素地を養うためにスタートしま

した。次期指導要領では、平成32年度から、小学校３年生からの外国語活動の開始と５年生から

の英語教科化を検討しており、県では、平成27年度小学校ともに学ぶ英語推進事業（小学校への

英語ＣＤ配布、活用）を実施するなど、英語になれるような取り組みを始めました。本市におい

ても、県の事業に積極的に参加するとともに、今後は、授業研究等を通して、小学校教員の英語

力及び指導力の向上に努めていきたいと考えております。 

 なお、幼児期に英会話などで英語に親しむことは、英語を語学として身につける上で大変有意

義であると考えますので、幼児期の家庭学習の支援策などについて研究していく必要があると考

えます。 

 また、数学的な考え方につきましては、学校教育法で定める学力の３要素、１つ、主体的に学

習に取り組む態度、２つ目、思考力・判断力・表現力、３つ目として基礎的・基本的な知識・技

能の習得を目指し、算数的活動、これは小学校ですが、や数学的活動、これは中学校でございま

す、を一層充実させるとともに、課題学習を重視しながら、各学年で指導計画に適切に位置づけ、
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日々の授業に取り組んでいます。さらに、校内研修や授業研究等で教師の指導力の向上に取り組

んでまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それでは、順次再質問させていただきます。 

 まず、神立停車場線でございますが、当市の行政界内だけではないと思うんですが、土浦市部

分についての進捗もおわかりでしたら、ご答弁をまずいただきたいと存じます。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 土浦市の進捗についてはちょっと把握してございませんので、後ほど資料として提出をさせて

いただきたいと思います。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 土浦市部分につきましては、何メートルですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 約350メートルということになってございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 先ほど、84％の用地取得が進んでいるという市長からのご答弁がありました。筆数にしますと、

今年度以降が37筆というふうに決算委員会などでご説明あったんですが、筆数に返しますと、何

筆あと残っている形でございますか。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 まだ見込みございますので、最終的な筆数は出てございませんけれども、全体62筆に対する率

として84％というようなことでございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 市長、私は質問の中で、大型総合病院、協同病院さんがおおつ野に移転する、そういった中で、

本来であれば、前回質問しましたとおり、千代田大橋からのアクセス道路を確保していただきた
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いということですが、これがなかなか大規模な構想でもありまして、私が質問した後に執行部の

ほうでも石岡市さんと協議いただいている経過はご報告いただいています。 

 やはり今、この神立停車場線に取り組んでいる中で、先ほど来申し上げている協同病院までの

救急のアクセス、神立周辺の渋滞を緩和させるためにも、これはしっかり国に予算要求を相談す

る。その意向が私は若干薄いような意識を感じました。 

 前回、消防長に踏切を渡らないでどのように救急車を動かすのかと伺いましたところ、日立製

作所さん前の橋を緊急アクセス道路として、ライフラインとして走るということでございますけ

れども、実際、病院に全ての人が救急車で運ばれるわけではありません。ご家族が親や子どもを、

けがや病気で痛いと苦しむ親子を乗せて、必死にカーナビを頼りにおおつ野へ向かう方もいらっ

しゃると思います。ましてや来年３月です。すぐのことですよね。神立周辺の方であれば、どの

時間帯にどのあたりがすいているかわかるかもしれませんけれども、逆に我々がよその町へ行っ

て、渋滞の中へ入ってしまったとき、これは抜け道なんて全く想像がつきませんし、ナビがもう

頼りになってしまうのが現実だと思います。 

 市長、想像してください。その家族が病気やけがに苦しむ姿を必死に渋滞の中でおおつ野の緊

急センターに運びたい、こういう思いをしっかり部下に伝えて、国を初めとした上級庁に相談す

る、何とか次の３月に病院が開通するのだから、神立駅前の渋滞を解消したいんだ、ライフライ

ンをとりたいんだと、そういったイメージを事務方に持たせて取り組むよう指示してこられまし

たか。お尋ねします。 

○議長（藤井裕一君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 まずもって、古橋議員の協同病院開院に対します、それに対する道路整備に対する熱い思いに

つきまして大変敬意を申し上げたいと思います。 

 ご案内のとおり、この霞ヶ浦は南北線は強いんですけれども、どうしても横軸といいますか、

東西線が弱い面がございます。なおさら鉄道で遮られている地域でありますので、そのアクセス

につきましては私も大変大きな課題だというふうに考えておりまして、前回ご提案いただいた内

容につきましても、関係市町村と非公式でありますけれども、協議をしながら今詰めているとこ

ろでございます。 

 また、今回の協同病院の開院につきましては、我々行政界、近くに来ていただきまして大変心

強い面もありますが、神立との混雑を考えますと、今ご指摘のように、１日6,000人とか7,000人

とか8,000人とかと言われる方々があの病院を何らかの形で行き来するわけでありますので、大

きな課題だというふうに考えておりまして、しっかりその辺は職員とともに整備についても取り

組めるように考えていきたいと思いますので、ご指導、ご協力をお願い申し上げたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 私は、ライフラインの確保とともに、今回お祭りというものを引用しまして質問させていただ
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いておりますが、決してこれが私のお祭り好きに乗じて質問しているものではありません。その

ような積極的な楽しいことだけをイメージした質問ではございません。 

 先ほど来申し上げている生命、財産を守るとともに、神立停車場線がここまで84％も用地取得

が進んでいる、そして、おおつ野の協同病院が移転する。当市にとりましては、これまたない絶

好の地域活性のチャンスでもあります。やはり道路幅員、立派な道路を通すには、やはり地域の

シンボルとなるような道路をつくっていただきたいと思うものであります。 

 近隣の先進事例を申し上げますと、研究学園都市、こちらが今もって万博以降も土地、そして

各種関係事業に栄えている、この近隣の中では土地の値段としても高くなっている。これは私、

１つの理由として、やはり県道の東大通りと西大通りという非常につくばの皆さんにとっては財

産になっている道路がある。これがただ単に広い道路でケヤキが立派な大木が植わっているとい

うことだけではなくて、各縦横に交わる道路と非常に設計のディテールがしっかりできている。

だからこそ、研究学園都市は、この景気の悪い中でも研究所という、ある意味取引が一方的な分

野でもある研究所が建ち並ぶ中でも、この近隣の中ではずば抜けて価値が上がり、そして、多く

の若者世代を魅了して当市からも多くの方が転出されて、つくば市に定住されているということ

もあります。 

 神立駅の橋上化も、昨日、ＮＨＫの中で放送がご紹介があったようでございます。３年後には

駅の橋上化ができて、４年後には西口の駅前の区画整理事業を完成させたいという内容かと思い

ますが、先ほど来のおおつ野と、そしてこの駅の橋上化、駅前の整備、それにあわせての神立停

車場線の整備であります。県内でも恐らく一、二番の古い都市計画道路であろうと思います。非

常に注目されることであろうと思います。さらには、先ほど申し上げているとおり、おおつ野の

協同病院に向かうために、当市を新たに交通アクセスとして需要が来るわけでございます。 

 やはりここでかすみがうら市の評判を交通アクセス、道路が走りにくい、渋滞している、家族

の救急のときに非常に困ったと、そういうことであってはならない。だからこそ先ほど申し上げ

たんですが、もう一点として、私はこの神立停車場線、市長からも答弁ありました土浦市と当市

行政界をまたいでいる路線でもあります。 

 さきの土浦市長選挙におきまして、中川市長が再選されました。その中で、公約として神立駅

を、神立の皆さんお待たせしましたと、選挙の出陣式の中で、次は神立をしっかり取り組んでま

いりますと明言されておりました。これを当市にとりましては最大の機会と考えるべきで、それ

こそ、そのためのしっかりとした担当者が常駐して、先ほど来申し上げているような活性、そし

て防災、それから当市の財政のためにも、税収を伸ばすためにも、しっかりこの事業の進捗を進

める、そして成功させる、こういった絶好の機会でありますので、私は地域の皆さんに十分、坪

井市長がアピールできる事業であろうと考える次第です。 

 神立のお祭りとともに逆西のお祭り、こちらにつきまして申し上げますと、私が小学校に進む

前に、逆西という今、１から11まであるんですが、それが１つの区として祭礼を行っておりまし

た。現在の逆西２区の豊川神社、逆西防災広場のところで集まりまして、当時は非常に団塊の皆

さんの子どもも後々にはふえるということで、それで行政区が逆西が１から11までに分かれ、そ

してお祭りも各11区それぞれで行うという形になりました。 

 しかし、今ここで人口減少という課題、そして今各地区で行われているお祭りの状況を見ます
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と、非常に高齢化も進んでおります。子どもも少ない。私と同じ働き世代といいますか、30代、

40代はもう大部分が外に転出してしまっている状況。これらをやはり中期的に考えれば、人口減

少というのが、これは避けられないところであります。それを考えれば、お祭りを逆西がもう一

つ、もう一回、もとに盛大にやることも地域の実情、さらには活性化につながろうと思うもので

す。 

 やはりお祭り、祭礼というのは、人間年を重ねれば信心深さが増すわけでございまして、宮司

さまがみたまをお迎えしてお祭りが起こるということは、たくさんの金銭の寄附なども動いて、

非常に活性化もするわけでございます。引き合いに例を挙げますと、千代田地区で行われている

かすみがうら祭、これはもう初めから産業祭ということで、特段に、山車みこしは出ていますけ

れども、御霊をお迎えしてやっているものではありませんから、お祭りの実行委員会に金銭の寄

附を持って来る人はいません。しかし、逆西地区のお祭りはしっかり宮司がみたまをお迎えして

執り行われることによって、地域の人もやはり神様を信用しまして、たくさん活性化が見込める

わけでございますので、こういった今現在の各世代の預貯金の格差なども対策としてイメージす

れば、非常に祭礼をもとにイベントをやっていただくということが地域の逆西、そして神立、下

原も含めますけれども、商業事業を営んでいる皆様にとっても、またとないイベントになるであ

ろうと想像しております。ぜひそういった角度を、しっかり私がお祭り好きに乗じて質問したと

いうことだけでなく、しっかり経済効果として、市の事業の一環としてご検討いただけることを

祈る次第でございます。 

 さらには、やはり幅員の広い道路を通るからには、先般の茨城県の常総市を中心とした豪雨災

害がございましたけれども、そのときにも神立停車場線の既に国道６号に接続している部分につ

いては、冠水なども非常に起きてしまった状況でございますので、そういったものも十分に設計

していただいて、私が申し上げるお祭り仕様というのは、先ほどの電線が道路を横断することな

く、さらには電線の地中化が理想でしたが、電力会社もいろいろ電気料金を値上げしている中で

は、なかなかプラスアルファの事業はできないという実態もありますから、当市としてできるこ

とは、バリアフリー的な捉え方で、山車みこしが入ろうとしたら、通れないような車どめがある

のではなくて、段差があるのではなくて、そして、お年寄りから小さな子どもが集まってもつま

ずいて転ぶようなことがない道路を望むものであります。 

 単に道路設計会社に依頼すれば、既存にショッピングセンターのわきまで来ている歩道、それ

から外灯だの、同じように設計するものと想像しますが、長い区間がありますから、ここはしっ

かり設計会社に委託する段階となれば、無機質に道路の公共工事設計をされないように注視して

いただきたいんですが、議会の中でも非常に論議が起きているんですが、設計会社の無機質な納

品がこのところの公共事業の教育関係で問題となっておりますので、やはりこれらを考えれば、

地元の設計会社さんであれば、やっぱりいい仕事をして、地元に貢献したいと思うわけでござい

ます。 

 市長、いかがですか。これまで公共工事、学校関係、いろいろトラブルが起きているようでご

ざいますけれども、なるべくなら地元の設計会社に愛情を持って設計していただきたい。私が質

問したようなこと、市外の方から、役所のほうから説明したとしても、この思いは伝わらないと

思う。地元の設計会社であれば、しっかりその期待に応えられる。 
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○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君に申し上げます。 

 通告内容に従って質問をお願いしたいと思います。 

○８番（古橋智樹君） 

 はい、わかりました。 

 関連としてお尋ねしたかったんですけれども、地元の業者にしっかりと私が望む気持ちを取り

組んでいただいて、お祭りの仕様をしっかり対応できるような選定をしていただきたいというこ

とでお尋ねするつもりでした。 

 この神立停車場線を特に市街化の皆さん、あのエリアの中にたくさんお住まいになって、ほと

んどの方が会社勤めの方です。納税に関しては、非常に会社勤めの方が当市の市税にとって貢献

されているというのは、これまでの一般質問の中でもお示ししてきたとおりでございます。市街

化の中にぜひ恩恵を還元すべき機会でございますので、神立停車場線の早期開通と先ほど来申し

上げています申し分のない設計を市長はやっていただくものと確信したいと思いまして、続いて、

２点目の下稲吉中学校の体育館について再質問をさせていただきます。 

 私も議会の一員となりまして、なった当初からは10年弱ほどでございます。私も下稲吉中学校

の卒業生として、なぜもっと早くこの課題に取り組めなかったと卑屈な思いもありますが、ぜひ

財政的に厳しいからと片付けてもらうことなく、先ほどの神立停車場線と同じ捉え方になってし

まうんですが、市街化の皆さんに体育館も還元していただきたいと思う次第であります。 

 財政がないということで、私は財政の力が、金がないということで、難しいような答弁がある

のかなと思ったんですが、そのフレーズは答弁からは出てこなかったので、安心したんですが、

当市、全部の保険も含めた会計で280億円ほどだと思いますが、その中で、当市の税収が50億円

でほかのいろいろ保育料とか合わせて、その280億円の３割から４割ぐらいがプライマリー、自

主的な財源で、あと残り７割のうち６割が国・県にいろいろこういった先ほど来申し上げている

ような状況を相談しながら、交付税を初めとした補助金をいただいて、市の会計、さらにそこに

１割ぐらい借金、市債を起こして、当市の会計は成り立っていると思いますけれども、学校の整

備については、このところ非常に出島地区の学校の統廃合が進み、かなり１校当たり10億円規模

の予算をかけてきて、志筑小学校も10億円以上の事業費がかかっている。用地取得も含めれば、

かなりの十数億円、建物関連だけで13億円ぐらいだと思いますので、それに加えて用地取得など

もあったわけでございまして、ここまでお金をかけて、なおさらに坪井市長が市長として１期目

のときに、私が下稲吉小学校の老朽化を取り上げてお尋ねしました。矢口龍人議員も質問してい

たかと思います。 

 その中で、市長はなかなか検討しますというのも、非常に奥まった検討しますで、やっていた

だけなかった。市長が宮嶋市長となって、ぽんと事業を起こされてしまった。そのときの部長が、

今、副市長の横瀬副市長が教育部長だったと。宮嶋市長の命を受けて、坪井市長がなかなか縦に

うんと言わなかった事業を横瀬副市長が非常にいい仕事をして、下稲吉小学校、今工事している

校舎も含めて15億円ぐらい起こしたかと思います。財源がない中でも、先ほど来申し上げている

ような、国にうまく相談しながらやればここまでできるということですので、市長、先ほどは大

山教育長から運動場としての面積がほかの中学校に比べて大分格差があるという答弁でしたけれ
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ども、市長に伺う前に、中学校の先ほど１人当たりの面積がありましたけれども、これが中学校

設置基準の学校教育法第３条に基づく中学校設置基準における運動場の面積という点では、校庭

も含めては基準をもちろんクリアしているということでよろしいのか、いま一度確認したいと思

いますが。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育部長 飯田泰寛君。 

○教育部長（飯田泰寛君） 

 学校教育法の設置基準に関してのお尋ねかと思います。学校教育法の設置基準につきましては、

文科省令におきまして、第８条におきまして、校舎及び運動場の面積ということで一定の基準が

ございます。これは屋外運動場という部分でございます。お尋ねの体育館であろうかと思います

が、体育館につきましては第10条におきましてその他の施設という規定がございまして、そこに

は面積を規定している数値というものは、残念ながらございません。 

 我々はどういう基準で…… 

［発言する者あり］ 

○教育部長（飯田泰寛君） 

 失礼しました。 

 運動場につきましては、省令ですけれども、中学校及び中等教育学校等という規定がございま

す。この中で、17学級までが、ただいまのは屋内運動場でございました。 

 大変失礼しました。運動場につきましては、生徒数が１人以上240人以下につきましては、

3,600平方メートル、それから、241人以上720人以下につきましては、ちょっと計算が複雑でご

ざいますが、3,600平方メートルと生徒数を勘案した数値ということでございまして、基本的に

は下稲吉中学校の場合はクリアしているというふうに考えております。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 原則は、中学校設置基準では運動場は同一敷地内に設けなさいと、ただ、下稲吉中学校、用地

取得をしていないだけで、周りに土地をもっと確保することは可能なエリアだと思いますよね。

現状、先ほど答弁あったとおり、わかぐり運動公園の体育館を借りたり、小学校までの体育館を

使っているわけでございます。私も出身地区の集落から、夏祭りの太鼓の練習をする公民館施設

がないから、ぜひ小学校の体育館を借りられないかという相談を受けまして、相談したところ、

毎日中学校の運動部が入っていて貸せないんだということで、最後はどうなったのか、恐らくで

きなかったとは思うんですけれども、それで何とか苦労しながらも、お祭りの太鼓を本番まで練

習したと思う。これはあるまじき状況だと思う一例であります。 

 やはり小学校の体育館を有効活用するという観点もいいんですが、原則としてはやはり同一敷

地内で必要な運動スペースを確保するというのが原則です。特に今、下稲吉中学校は非常に校長

初めとして地域の皆さんも協力して、生徒の青少年活動に寄与するためにも運動部に力を入れて

いらっしゃると伺っております。 

 あの現状の体育館の広さの中で、屋内競技はいろいろあるんですけれども、雨が降ったときな
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んかは、私も在校生として経験しましたけれども、部によっては廊下なんかで腹筋やったりして

いるような状況でありました。私のときは増築棟もありませんでしたので、もっとスペースがな

かったわけです。そういった活動をもっと活発化して、生徒たちの健全育成のためにも、やはり

現状の体育館にさらにもう一つ体育館が必要であろうと私は切に思うわけでございますが、市長、

いかがですか。取り組む、できる、できないは別です。取り組む意思があるのかどうかお尋ねし

ます。 

○議長（藤井裕一君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 体育館につきまして、大変力強い期待も込めましたご質問いただいたところでございます。 

 ご案内のとおり、市内全小・中学校、非常に今、過疎と過密と二重構造になっている市でござ

いまして、非常にそういった面でのばらつきが出ておりまして、大きな課題になっております。

下稲吉中学校につきましては、今議員ご指摘のとおり、部活も大変活発でありますし、生徒数も

多い中で、非常に我々も期待しているところでございます。 

 現状としては、そういう中で、わかぐりを使ったり下小を使ったり東小を使ったり、いろんな

形でご苦労されていることも聞き及んでおりまして、このままでは大きな課題でありますので、

将来にわたりましてどういう形ができるか、そういったことを含めまして、検討させていただき

たいというふうに考えています。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 暫時休憩します。 

休 憩  午前１０時５９分 

──────────────── 

再 開  午前１１時１０分 

○議長（藤井裕一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それでは、下稲吉中学校の再答弁を市長にいただきました。私は、坪井市長が下稲吉中学校の

体育館というよりも屋内運動場の確保に積極的に努めてくださることを期待申し上げます。 

 下稲吉中学校の体育館も30年ですか、あの小さい中で耐えてきた。もしやもっとしっかりした

屋内運動場があれば、もっとスポーツ面でも活躍できる方がもっといたかもしれない。あれだけ

の生徒数がいるわけですから、そういう点も含めていただいて、市街化区域にもぜひ恩恵を還元

していただくことをお願いします。 

 続いて、３点目の国道６号の騒音振動について再質問させていただきます。 

 先ほど、これまでの騒音の状況を67デシベルということでご説明いただきました。この余り一

般の方は耳にしないデシベルという音の大きさの単位でございますけれども、要請値は70デシベ

ル、３デシベルだったら大して変わらないんじゃないかとお思いの方もいるかもしれませんけれ
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ども、結構１デシベルというのが大きな差でありまして、例えば、70デシベルはどんな音だと、

部長から本当は答弁いただくところなんですが、私が紹介させていただきますと、パチンコ屋の

店内ですね。今どきのパチンコ屋はもっと静かなのかもしれませんけれども、パチンコ屋の店内

とか、昔のお客さんがたくさんいるボーリング場とか、そういった例もあります。では、67デシ

ベルに対して60デシベルはどのくらいかというと、静かな乗用車とかふだんの会話とか水洗便所

の排水が流れる音とか、今インターネットを調べればいろいろ出てくるわけでございまして、そ

ういう状況であります。 

 私が再質問させていただきたいのは、私も委員会の中でお尋ねしたことがありまして、改めて

この一般質問で伺って、確認できなかったことがありまして、私が住んでいるのが上稲吉の清水

という集落の国道６号沿いでして、これが土地の用途が準工業地帯ということで、工業なんかに

も騒音が出てもできるような用途の地目であります。先ほど67デシベルとあったのは、私が聞く

限りでは、国道６号沿いの土田地区ということで、説明がかつてあったと思うんですが、いわゆ

る市街化調整区域の土田のどのあたりかということを、先ほどの67デシベルの調査地、具体的に

ご答弁いただけますか。 

○議長（藤井裕一君） 

 環境経済部長 根本一良君。 

○環境経済部長（根本一良君） 

 お答えいたします。 

 平成25年度に行いました上土田地区でございますけれども、住所でいうと、上土田50の１とい

うところでございます。何々付近といいますとその付近には朝鮮食品さんの店舗があろうかと思

いますけれども、その付近でございます。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 国道６号は、当市のエリアは非常に渋滞がしているということで評判も悪いわけでございます。

やはり評判が悪いだけではなく、実際の我々の経済活動の中でも非常に大きい損失であります。

その損失が、土浦市は、土浦市の中村地区あたりも非常に騒音とともに渋滞もしているというこ

とで、事業化が進んでいるわけでございます。複線化とともにバイパスも整備されている。それ

で今度、車で国道６号を下ってくると、千代田地区でボトルネック、急に１車線になって昔なが

らの道路になって、せっかく土浦市でバイパスや複線化をやっても、その事業の効果が当市の中

にバイパス整備ができないと、しっかりとした経済損失をクリアすることができないと。このあ

たりの解釈は道路整備局などに伺ったときは、ちゃんと認識されているんですか。いま一度お尋

ねします。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 議員ご指摘のように、今、土浦地内におきまして２車線化が進んでございます。さらに、かす
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みがうら市に入りますと、当然１車線化になりますので、当然渋滞は想定されます。あわせまし

て、今、千代田の区間につきましては、まだ事業化の決定がされてございませんので、３市、か

すみがうら市、石岡市、小美玉市の期成会、さらにはつい最近でありますけれども、県内18自治

体で構成されました茨城県国道６号整備促進協議会を通しまして、要望活動をしてまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 その新たな促進協議会、相談する窓口が広がるわけですから、非常に期待したいところなんで

すが、それは重点的にどこを優先してやるとか、そういう整備順位はその協議会の中にはあるん

ですか。ざっくりと県内ほとんどの国道６号の市町村が漠然と国道６号をやってくださいという

ことで、もっと先ほど私が申し上げているとおり、土浦市までの整備をさらに効果を伸ばすため

には、我が市のエリア、非常に渋滞しているエリアの１つでもありますので、それをしっかり要

望する、さらにはその中で先ほど来申し上げているような騒音や振動、特に夜中がうるさいんで

す。トラックがコスト削減のために夜中走って、有料道路を通らないでコストを軽減しているん

ですよね。トラックはご承知のとおり、タイヤが溝が横になっています。非常にこれがまたうな

りを上げるんです。 

 国土交通省も車の騒音を従来のエンジン音だけではなくタイヤの回転、たたく音も組み込んで

やろうということで、これももう既に取り組んでいる内容でございます。いずれにしましても、

渋滞、騒音、そして振動、これを総合的に国にしっかり要望していくということが、認識させる

ことが事務方の皆さんにとっては技術として大事なポイントだと思いますので、今現状ですと、

私が渋滞のところも測定してくれないかと環境部に頼んだら、渋滞のところは原則測定できない

んですなんて、そんなご説明もありましたけれども、もっと真にバイパスを早く整備させるとい

うことを考えれば、せっかく権限移譲されたんですから、もっと有効にその騒音、振動の調査権

限をしっかり国に報告する、そして要望活動させていただくということが今後も継続して重要な

ことだと存じます。 

 騒音の公害のみならず、近隣だけではなくて、この茨城県のためにも国道６号の環境だけでは

なく経済の損失も解消するために、しっかり協議会の中でも市長には発言くださって、当市も含

めて茨城県も魅力度を上げるように努めていただくことをお願い申し上げまして、最後の４点目

の子どもたちの英会話と数学について再質問させていただきたいと思います。 

 非常に今もって円安、株が２万円ぐらいになっておりますけれども、各地域の経済はまだ苦し

い、まだまだとても景気がよくなったとは言えない現状かと思います。そういった中で、将来を

担う子どもたちが夢だけではなく、現実として大学の進学や就職に当たったときに、今、非常に

ＴＰＰを初めとした国内需要だけでは足りないという動きから、英会話が特に重要視されている

かと思います。 

 皆さんもご承知のとおり、英語の検定、通称英検というものは市長もご存じだとは思うんです

けれども、今、就職、それから学校の進級のために、新たなそういう英語の検定の分野も進出も

ありまして、ＴＯＥＦＬ、ＴＯＥＩＣとかこういったもの、市長はご存じかどうかわかりません
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けれども、教育長であればご存じかなと思いますけれども、そういったものを見据えた先生方の

英語指導というのは、現状あるんですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 先ほどの古橋議員さんに答えた４点目の１番の中でもお答えしましたように、議員さんおっし

ゃったように、英語教育が非常に大事であるということで、それを小学校段階から導入すべきで

あるというような、そういう世論的なそういう要望、世論の要望などを受けまして、学校現場に

おいても先ほど述べましたように、平成32年度から小学校３年生からの外国語活動の開始という

のも考えているわけで、こういったことを踏まえて、各学校の先生方は英語教育というものの重

要性というものについては、私は認識していると思います。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 市長、市長は本当は教育総合会議の座長でありますから、もちろんこういった実態もご認識い

ただいているのは、私は当然だと思いますので、よろしくお願いします。 

 実際のところ、英会話、学校で英語と、私も含めてたくさん時間は費やしたけれども、じゃ、

現場の英語を話す外国の方と接したときに、しっかり仕事として会話できるかといったら、なか

なかできない日本人というのはほとんどだと思います。これから、少数精鋭の子どもたちには、

そんなことにはなってもらいたくないんです。子どもたち自身が国語、数学、理科、社会、英語

までの中から好きなのを選んで好きなようにやれという考え方も、選ばせるということも大事か

もしれませんけれども、やはりしっかりと現実に合った伏線を大人、そしてこういった行政でし

っかりと将来子どもたちが困らないように、どういうものが必要かということを見据えて、やっ

ていく必要があると思います。 

 先ほど大山教育長からは、指導要領の改定に伴って、小学校でも英会話のみならず英語が取り

組まれているというご答弁がありましたけれども、それに加えて、以前のいろいろ論議はありま

すけれども、ゆとり教育という形の中で総合的な学習の時間、こういった中で、地域によっては

英会話などもしっかり取り組まれてきたというところもありますけれども、当市、実績として、

教員の中で英語担当の方が分科会をつくって研究していると思うんですが、何か当市の実績とか、

当市は特に英語をどうやるべきかという、そういう何か話し合いの中で、論議の中で生まれたも

のというのは何かないんですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 古橋議員さんのただいまのご質問にお答えします。 

 以前は確かに英語というと文法というようなことで、どちらかというと、会話がスムーズに親

しめるような、そういう教育ではなかったかと思います。結局、受験対策用の英語教育というよ

うなものの弊害がそこに出てきたのかなと思われます。それで、現在、英語教師ばかりでなく、
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市の予算を割いていただいてＡＬＴが各市に配置されているわけで、本市においてもＡＬＴが配

置されておりまして、ＡＬＴと英語教師との連携によって、英会話、これが非常に大事な１つの

子どもたちへの指導として重要なものとして捉えているということで、そういう事業の展開に現

在努めております。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 私がその後に伺いたいのは、私が前回の質問から言っているとおり、中学校になってから、じ

ゃ、ネイティブの英語、現場の英語はこうだよと聞かせるよりは、私がかねがね言っているとお

り、幼児から英会話の環境、垣根を取っ払ってやる、そういう行政、教育委員会の仕組みが私は

これからはもっと大事だろうと考えている次第でございます。 

 文科省や厚生労働省は、小学校と幼稚園、保育園の連携をしなさいという指針も出ているわけ

ですね。保育所に対しても、保育所の指針の中でも小学校と連携しなさいと。その１つとして、

やはり私はもっとＡＬＴとかの導入をもっと幼少のころから総合的な学習の時間の中でもしっか

り取り組んでいく、子どもたちが将来、大人になって、かすみがうら市が小さいころから英語を

聞かせてくれたから、今ＴＯＥＦＬとかＴＯＥＩＣとか試験は少しは助かっているよなと、かす

みがうら市、ありがたいなと、そう思えるような取り組みを私はやっていただきたいと思うわけ

でありまして、当市の保育部門にもこれまでいろいろ質問してきましたけれども、平成19年に既

に厚生労働省から保育所に対しても指針として先ほど申し上げた小学校と連携をして、各自治体

でアクションプログラムという片仮名文字のポリシー計画書をつくれとやってきたんですが、当

市はそういった取り組み、これまであったんですか。伺います。 

○議長（藤井裕一君） 

 保健福祉部長 金田克彦君。 

○保健福祉部長（金田克彦君） 

 古橋議員のご質問にお答えいたします。 

 アクションプログラムについては今手元に資料がございませんので、それとの整合性について

はちょっと申し上げることはできませんので、現在、保育所、これは民間の保育所でも一緒でご

ざいますが、小学校へ上がる前の就学のための準備というようなことで、英語または数学にふだ

んの保育事業の中でなれ親しむ、そういうようなところができるような部分での環境整備という

ようなところで、現在は幼児期においての教育のほうを進めているところでございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 保育所で実際に、先ほど答弁がありましたとおり、英語で遊ぼうとか、そういった取り組みが

あるかもしれませんけれども、もっと１日の生活習慣のパターンの中でやはり英語も取り組んで

いくということで、教育委員会ではない保育所の管轄ではありますけれども、管轄上の言葉で言

うと、子どもを健やかに育てる養護というやつですか、それだけではなくて、やはりアクション
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プログラムをつくれとはいいませんけれども、それ同等の取り組みをやっていただきたいという

ことでこれまで言っておりますので、将来を担う子どもたちが将来のことを考えてよく勉強でき

なかったと、苦労しないように、これからどうやったって、国内需要だけでは未来を担う子ども

たちが大人になったときに英語の取引も加えないと、日本が強くなっていく、地域が強くなって

いくということのきっかけにならないわけですから、やはり英会話ができる人材、基盤をつくっ

ていくということが行政の使命であり、財政とかそういった面からも、しっかり一人一人が能力

を発揮してやっていただくような人材を育てる、そういう意識が大事だと私は考えます。 

 また、それに加えて、先ほど申し上げている数学的な考え方でございますが、皆さんもご承知

のとおり、文系、理系ということに分かれていた、こういった観念を私はもう本部の文科省なん

かではなくそうといろいろやっている取り組みはわかりますけれども、もっと数学をしっかり筋

道を立てて、問題でも遊びでも考えて子どもたちが取り組めるような、そういう脳を養っていた

だきたいと私は言っているわけです。 

 私はどちらかというと感情で動いてしまうほうなんですけれども、そうではなくて、現実をし

っかり見て筋道を立てて考えていただければ、苦労する機会にそうぶつかることも減るだろう、

数少ない子どもたちが効率的に活躍してもらうためには、総活躍していただくためには、やはり

数学的な考え方というものがもっと根幹に染みついていただく、そういう教育が私は大事であろ

うと思います。 

 いろいろ大山教育長から取り組みについて答弁ありますけれども、大山教育長としてできるこ

と、私はあると思うんですよね。やはり一人でも多くの数学と英語の教員がプラスアルファで組

める加配のところがあったら、国語とか、国語はジャンルも広くて、ある程度一生国語は勉強だ

と思っています。日本人同士よりもやはり将来を担う子どもたちにはもっと拡張性を持っていた

だけるような教育を考えれば、英語や数学の加配を配慮すべきと私は思うんです。 

 下稲吉中学校のことしの入学式、私も出席させていただきました。第１学年の担任の紹介があ

りまして、クラス分プラス１という形で先生のご紹介がありましたけれども、国語の先生が２人

なんですよね。数学の先生が若い女性の方１人、やっぱり身近に数学の先生が多いということの

ほうがこの厳しい経済が続く中では、やはり筋道立てて考えるような数学的な考えを持つ先生が

身近に一人でも多くいることが、子どもたちもなるほどなと学べるわけですから、そういった取

り組み、私はぜひ配慮いただきたいと思うんですが、これまで数学には力を、やはり国の産業の

これまでの歴史も踏まえて重要だということをご答弁いただきましたけれども、そういった考え

で加配のほう、教育長として県の教育委員会、教育事務所とやりとりをやっているんですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 本市の現状をちょっと話をさせていただきますと、指導主事が３名、市の予算で配置されてお

ります。その１人は数学、もう一人は国語ということで、国語と数学ということで配置をここ数

年お願いしてきております。それとあと、これは県の事業と関係するんですけれども、学びの広

場サポートプラン事業というのがありまして、これが小学校４年生、５年生、夏休み５日間、算

数に限って学習をすると。それから、中学校は、ことしから中学１年と２年、年900分間、これ
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を目安に数学を重点的に指導に振り向けるというようなことで取り組んでおるところです。 

 中学校は教科担任制ですので、数学の教師ばかりというわけにはいきませんけれども、小学校

においては、できるだけ今、古橋議員さんから要望がありましたような、できれば中学校の数学

の免許を持っているような教師をできるだけ来ていただくような、そういう配慮はしていきたい

なと考えております。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それに加えて、校長、教頭、教務主任なんかもそれぞれ専門の科目があるわけですから、そこ

まで検討する余地はあるわけですよね。いかがですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 管理職につきましては、県のほうで、こちらからこの先生をお願いしたいとか、この先生はち

ょっと勘弁してくれというのは特に申し上げられないような仕組みで人事異動が行われておりま

すので、極力そういう要望は出していきたいと思いますけれども、必ずしも教科によって管理職

をかすみがうら市のほうにお願いするというのは、ちょっと難しいのかなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 こういった教育の現場の中身というのは、市議会としてなかなか、オブザーバーだとは思うん

ですけれども、意見しにくいんですけれども、これまで総合的な学習の時間とかどういう実績で

やってきたとか、私、議会の中でいる中では、教育委員会が予算でやっている中ではいろいろ報

告書類は出てきますけれども、総合的な学習時間はこういうふうに方針決めてやっていきますと

か、報告とかいただいたことないんですけれども、そういうものを市議会もいただくことという

のは可能なんですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 市内の小・中学校の総合的な学習の時間の活用方法についての報告は可能でございますので、

まとめて報告させていただきたいと思います。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 冒頭の総合教育会議ということを申し上げましたけれども、やはり市長が今度教育委員会をリ

ードすることも可能な法律であるということは、やはり市のニーズに実態に合った形で応えてい
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くのは百も承知だと思うんですけれども、市長も、市長が余り出ると政治的色合いが出るからよ

くないとかありますけれども、どなたが政治をつかさどっても、将来のためを思えば、子どもた

ちのことを思えば、別に市長がいろいろ意見したって、これはとめる理由もありません。 

 市長にはしっかり市の活性化や基盤づくりという意味も含めて、まちづくりの中で、しっかり

教育が原点であるということを心得ていただきまして、学習指導要領の状況等もぜひ市議会のほ

うにお知らせをお願い申し上げまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君の一般質問を終わります。 

 続いて、発言を許します。 

 ５番 川村成二君。 

［５番 川村成二君登壇］ 

○５番（川村成二君） 

 平成27年第４回定例会に当たり、既に通告の内容に従い一般質問をさせていただきます。 

 １番目に、防災強化への取り組みについて、４点お伺いいたします。 

 ９月に、台風18号の影響で、関東地方と東北地方では記録的な大雨による被害が発生しました。

茨城県では、この関東・東北豪雨により鬼怒川の堤防が決壊し、常総市に甚大な被害を与えたこ

とは記憶に新しいところです。 

 かすみがうら市におきましても大雨警報が発せられ、災害対策本部を設置し、議会でも災害対

策支援本部を設置し、対応に当たりました。今回の豪雨は、千代田地区では183ミリの雨量を記

録したことから、河川の越水だけでなく、市街地の各所で道路が冠水し通行どめになるなど、市

民生活を混乱させる事態となりました。 

 かすみがうら市の総合計画には、市街地の雨水流出量が増加傾向にあるため、下水道の雨水管

整備については、河川、水路の改修などと調整を図りながら計画的に整備することが必要になっ

ていますと課題と対策が記載されています。この総合計画の指針は、2007年度に公表され既に９

年目を迎えているものの、市街地の道路が大雨になると冠水することが常態化している現状から

も、総合計画の施策が目に見える形となって実行されていないことは明らかです。 

 また、かすみがうら市第２次総合計画策定に向けた市民アンケートでは、都市基盤について下

水道や雨水排水対策に「不満」及び「やや不満」と回答した方は42.2％にも達し、早期の改善を

求めていることがこの市民アンケートにもあらわれております。 

 そこで、１点目に、９月に発生しました関東・東北豪雨により、市街地の各所で道路冠水によ

る通行どめが発生しました。降雨量に応じた浸水マップを作成し、豪雨による市街地の弱みの検

証から、今後の雨水排水の対策を計画すべきと考えます。豪雨に対する今後の強化策をどのよう

に行うのかお伺いいたします。 

 続いて、２点目に、防災に係る避難所のあり方についてお伺いします。 

 霞ヶ浦地区の小学校は平成28年４月に統合され、６校が閉校になります。閉校となる各小学校

は、各地域の避難所及び避難場所に指定されていますが、閉校後の避難所のあり方をどのように

考えているのか。また、関連して、防災倉庫など関連設備についてどのように対応するのかお伺

いします。 


